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追 補

頁 行 現 行 修 正

２３ 囲み ：下記領域で最先端の… 下記領域で最先端の…

２４ 表１
・設計文書とテストレビューの

突合せを…

・設計文書とテスト文書の突合せ

を…

２４ 表１
④開発物の複雑化、トレーザビ

リティの維持が困難、不可能

④開発物の複雑化により、トレー

ザビリティの維持が困難

２６ ２３

日立HT那珂事業所では、製品の

不具合撲滅に向けて、この組織

では検査に力点を置いています。

日立HT那珂事業所では、製品の不

具合撲滅に向けて、検査に力点を

置いています。

２７ 図１ システム結合テスト システム総合テスト

２９ １ …設計に漏れがなくなります。 …設計の漏れがなくなります。

２９ ３
…コメント機能を活用したツー

ルを内製し組み込み、…

…コメント機能を活用したツール

を内製して組み込み、…

３０ ２－３
…図４のようにテスト実施の直

前に決めた場合、…

…図４のようにテスト実施の直前

に作成する場合、…

３１ ９
２．２．６ F２Tによる設計～テスト

実施までの手順

２．２．６ F２Tによる設計からテスト

実施までの手順

３２ １０
…テスト項目の追加をのステッ

プ１に戻って実施します。

…テスト項目の追加をステップ１

に戻って実施します。

３３１２－１３

表３は、あるプロジェクトの F

２T適用前後の適用効果を示して

います。

表３は、あるプロジェクトにおけ

るF２Tの適用効果を示しています。

７６ 図
発注高支払見直し（線なし）発

注高支払計画書

発注高支払見直し（線：下矢印が

必要）発注高支払計画書

－１－



主特性 副特性 変動要素
要件
定義

設計 製作 テスト

顧客の
協力特
性

役割分担特
性

顧客とベンダとの役割分担の明
確性

－１０
～２０

０～１０ － ０～１０

８１ 表３

表３の最後の‘工程入力情報特

性’の次に‘顧客の協力特性’

を加える

表３の最後の項目に以下の項目を

追加する

８３ 表５
表５の中の改造母体品質（環境

適用性）が１つ多い

表５の中のダブっている改造母体

品質（環境適用性）を削除

８６ 図４ 出展 出典

１１４
最後

の行

MAGMA

TDI Order Management and

Resource Matching System

削除

１１５ １

プロジェクト計画の承認までの

プロセスを強化し、このプロセ

スの遵守を徹底することで

プロジェクト計画の承認までのプ

ロセスを強化し、開発現場におい

てプロセスの遵守を徹底すること

で

１１６ ５

ラインスタッフの主導、製販協

業による確実な提案プロセスの

構築

ラインスタッフおよび営業部の主

導、製販協業による確実な提案プ

ロセスの構築

１１８
下か

ら４

案件会議では、どのような方針

で提案するかを迷っている段階

から

案件会議では、TDI社の強みを生か

した提案（オポチュニティ）にむ

けてどのような方針で提案するか

を迷っている段階から

１１９ 表１

・開発本部を横断的な組織に変

更して開発要員のタイムリーな

異動を実現

・開発本部を横断的な組織に変更

して開発要員のタイムリーな異動

を実現

・開発本部 事業推進グループに

よる浸透活動を強化

－２－



１１９ ②

、等の確認段階において適切な

アドバイスが多く出されるよう

になり、リスク回避につながり

ました。

、等の提案段階において適切なア

ドバイスが多く出されるようにな

り、リスク管理につながりました。

１２２ ２

に三権分立を目指した組織化

（営業、製造、プロジェクト管

理）を行った

に三権分立を目指した組織化（営

業、開発、プロジェクト監理）を

行った

プロジェクト監理脚注）プロジェ

クトが順調に進行するように、ま

たトラブルが発生しないように、

前もって監督・指導する機能

１２９ 表４ TDIの基幹システム（MAGMA） TDIの基幹システム

１５２ ４

調査・検討の結果、属人性を排

除しやすいT字形ER手法を採用

し、そのサンプルとして図１に

T字形 ER図を示します。

調査・検討の結果、属人性を排除

しやすい T字形ER手法を採用しま

した。サンプルを図１に示します。

１５５ １

データ項目の各種属性は、DD

（Data Dictionary）をオブジェ

クト化した項目オブジェクトが

メモリ中に格納されています。

データ項目の各種属性は、DD

（Data Dictionary）をオブジェク

ト化したメモリ上の項目オブジェ

クトに格納されています。

１６９ ２ はなません。 はなりません。

１８１ ２．３
一般的なツール、技法は使用し

ていません。

特別なツール、技法は使用してい

ません。

編
著
者
一
覧

右記を追加

板橋吉徳 松下電器産業株式会社

小浜耕己 住生コンピュータサー

ビス株式会社

串田幸江 株式会社エヌアイディ

高橋 茂 独立行政法人 情報処

理推進機構／株式会社三菱総合研

究所（石谷靖を高橋茂へ変更）

－３－



編
著
者
一
覧

右記を追加

長岡 満 独立行政法人 情報処

理推進機構／株式会社NTTデータ

山形 薫 財団法人日本規格協会

室谷 隆 独立行政法人 情報処

理推進機構／TIS株式会社

－４－


